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毎月届く学校だよりは地域回覧
で学校の子供たちの生活が、よく
分かるのでとても良い。地域の各
種団体は、学校への協力を望ん
でいるから必要な時は、声かけを
してほしい。

交差点に立って子供達の安全を
見守る学校長の登校指導は子供
たちの心に響いているはずだ。ま
た、読書タイムの実践やうちどく
図書の取り組みは本に親しみを
持つことにつながるので、素晴ら
しいことだ。

数回の学校訪問で、よく分からな
い点もあるが、回を重ねるたびに
子供たちの学習に取り組む態度
がよくなってきたように感じる。今
後も一貫した指導の継続が必要
ではなかろうかと思った。
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教育目標

健康なからだと、確かな考えと、豊かな心をもち意欲的に活動する子供を育てる

学校の自己評価についてのご意見

地域とともにある学校 ゆたかな心 確かな学力

子供たちの地域の学習には、ど
の団体も協力を惜しまない。今年
は、多くの学年が地域に働きか
けてくれて良かった。学校からの
発信を受けてPTAも地域も協力
を惜しまない。この三者の信頼関
係をより深くしていきたい。

読書についてはこれまで以上に
力を注いでほしい。人との関わり
合いの力を培うための挨拶運動
をPTAともども力を入れていけば
もっと定着すると思われる。その
結果、子供たちの人との関わり
合う力がつけば、素晴らしいと思
う。図書ボランティアの活動は素
晴らしい。

本年度の「和歌浦タイム」の取り
組みは、一人一人の学力の向上
に役立ち、素晴らしい取り組みだ
と思う。習熟度別の算数の授業
も軌道に乗ってきたようだ。子供
達一人一人が達成感を持てる取
り組みを今後も続けて欲しい。

「子供祭り」が、盛大に行われと
ても楽しかった。子供たちのため
にPTAのがんばり、また、地域の
各種団体の参加も多く、がんばっ
ているのは、とてもうれしい事だ。
地域先達事業は民生委員さんの
協力があって、進められたと思
う。さらに開かれた学校作りに努
めて欲しい。

子供と先生方がともに朝の掃除
に力を入れての取り組みは素晴
らしい。環境がきれいで整頓され
ていれば、学習も能率良く進むと
思う。今、このような基本的なこと
が軽視されがちであるが、ぜひ
続けて取り組んでほしい。校務員
さんの地道な活動は頭が下がる
思いだ。

休憩終わりの予鈴が導入され、
授業にスムーズに入れるので素
晴らしいと思う。「和歌浦タイム」
で基礎学力を培うことを継続して
ほしい。また、家庭学習の大切さ
を保護者にもっと訴えて欲しい
し、子供達が意欲を持てる宿題
の在り方や課題の持たせ方も考
えて欲しい。

今年は、生活科や総合の学習で市の農林水産賞を受賞したことを聞いた。本校が進める生活科や総合の
学習で地域との協力を大切にした結果だとも思う。
学校長が、毎朝登校指導をすることで子供たちに挨拶をよびかけ、また、地域の人たちにも声かけをしてら
れる。地域との一体感が増しているように思う。
「学校だより」で子供たちの様子や学校のことを発信している。大きな努力を黙々と実践されている姿に敬
意を表します。また、若い先生方にもこれまで吸収されたことを伝えられている。PTAも地域も何にでも協力
しようと待ち構えている。放課後学習等、学校の要請があれば、喜んで協力したい。

今後も地域のともにある学校作り
として継続してほしい。老人クラ
ブによる昔の遊びや交流は定着
してきているので今後も続けて欲
しい。和歌祭実行委員会の体験
学習が行われたと聞いたが、上
手に地域の力を活用してほしい。

読書活動の定着、そして掃除の
取り組み、挨拶の重点化、これら
の生活の基本となることを大切に
し、力を入れるのは素晴らしいこ
とである。この方向で子供たちに
しっかりとした力をつけてほしい。
また、家庭・地域への挨拶運動を
呼びかけてほしい。

「和歌浦タイム」で、基礎学力を
付けるとともにに読書活動を通し
た読解力を養ってほしい。自主学
習もさらに推進してほしい。今、
学校が力を入れていることは、大
切なことばかりだから、是非とも
継続してほしいと思う。この会も
協力を惜しまない。

その他のご意見


